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５月１日より、「ほほえみ日吉」と「ほほえみ美山」が統合し、「ほほえみかぐら」に変わりました。かぐら
の名称は、日吉と美山をつなぐ〝神楽坂〟から名付けました。

今後も変わらず、よりよいサービスが提供できるように努めてまいりますので、よろしくお願いします。
登録ヘルパーは随時、募集しております、お気軽にお問合せください。

ケアマネージャー

ホームヘルパー

新事業所で
よりよいサ

ービスを！！

「ほほえみ かぐら」に変わ
りました



南丹市社会福祉協議会　平成27年度の取り組み

～〝絆が強い地域、あったかい心が通う幸せの町〟とするために、お互いさまの地域づくりが広がるように頑張ります〜

今年度の事業目標を　　　　　　で表明します地域の『わ』　みなで広める　なんたん市

～さまざまな世代に向けて認知症啓発を行います～

～この出会いを大切に!!～

～ひとりひとりの限りない力を　引き出します～

～笑い声を絶やさず、仲良くほのぼのとやっていきます～

～あじさい園の発展のため、未知なる可能性を広げます～

～だんないのモットーです～

～認知症を生きる人をみんなで支えていきましょう～

～チームワークで、ご利用者の安心・笑顔を明日につなげます～

聴いてみて　知ってあんしん　認知症

子どもたち　笑顔とやる気は　無限大

笑みの花　ここは年中　花ざかり

あじさい園　歴史をはぐくむ　15年

大丈夫　誰でもいつでも　だんないよ

こんにちは　みんながしりあい　ちいきのわ

住み慣れた　自宅の暮らし　ささえます

～たくさんの悩みを抱えている方からのご相談に乗り、
一緒に暮らしの立て直しの方法を考えます～

～ファミサポ会員募集しています！～

～誰もがあんしんして暮らし続けられる地域づくり活動を支えます～

おたがいさん　見守るつもりが　見守られ

もう一度　暮らしの再建　手伝います

サポーター　地域ぐるみで　子育てを　　

～住民主体での活動を、一緒に考え伴走いたします～

「やってみたい」　そんな希望に　応えます

【地域福祉事業課】①②③④⑤

【南丹地域包括支援センター】①⑤⑥

〈地域福祉センター〉

〈生活支援センター〉

〈ファミリー・サポート・センター〉
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～私たちはチームワークを大切に、ご利用者・ご家族を支援する
関係者とともに笑い、喜びを共有します～

嬉しさも　つらさもみんなで　分かち合う

～ご利用者が心落ちつける場所作りをします～

あったかい　みんなの笑顔が　そよかぜに

【ほほえみ園部・八木・かぐら／居宅介護支援】②③④

【ほほえみ八木・かぐら／訪問介護・居宅介護】③④

【そよかぜ八木・日吉・美山／地域活動支援センター】⑦⑧⑨

【あじさい園／生活介護、就労継続支援Ｂ型】⑩

【小規模多機能ホーム だんない／小規模多機能型居宅介護】⑪

【やぎ詩の郷／地域密着型認知症対応通所介護】⑭

【ワークセンターびび／就労継続支援Ｂ型】⑫⑬

【つくし園／児童発達支援事業、障がい児相談支援事業】⑮
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①本所
②園部支所
③八木支所
④日吉支所
⑤美山支所
⑥南丹地域包括支援センター（園部・八木）
⑦そよかぜ八木
⑧そよかぜ日吉
⑨そよかぜ美山
⑩あじさい園
⑪小規模多機能ホーム　だんない
⑫ワークセンターびび・美山
⑬ワークセンターびび・日吉
⑭やぎ詩の郷
⑮つくし園

デイサービス　心かがやけ　夢おおき

【ほほえみ八木／通所介護】③
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103歳の誕生日を迎えられるご利用者のご家族より、今年も職員や他のご利用者さまへと感謝の手紙をいた
だきました。世間には色々な仕事がある中で、この様に携わる職員にお礼のお言葉をいただけるのは介護職員
冥利につきます。色々な仕事がある中で私たちは「ありがとう」と言葉のいただける職場であることを誇りと
して努めていきたいと思います。

あるご利用者に台風が来るので自主避難をするよう伝えましたが、一度も避難されることがありませんでし
た。なぜしないのか詳しく聞いてみると、避難する際の持ち物が分からないので出られないと判明し、持ち物
チェック表をご自宅に表示しました。すると、それからはしっかり備えられました。一人の大切な命を守るお
手伝いが出来たように思います。

家族会から赤い羽根共同募金の助成金の申請をしていただきました。
補助を受けることができ、12月ご利用者、ご家族と共に日産労連主催の
劇団四季のチャリティー公演「二人のロッテ」に参加しました。心に残
る楽しいクリスマスとなりました。

Aさんは認知症。「忘れてしもた。あっはっは！」陽気で愉快でとんちが良い。Aさんがいて下さるだけ
で、皆が笑顔になります。そんなAさんが、ある朝突然逝ってしまわれました。最後まで自分の身の周りのこ
とはしっかりして、ご家族・お友達・ご近所の方々に愛された方でした。

「通うようになってから、よく笑うようになりました。今までは笑い
もしなかったのに…」と言葉をいただきました。ご利用者とご家族の
日々の生活がより良いものになったと感じました。

穏やかに過ごされている“今“に繋がる寄り添った良いサポートができ
ていたのかなと感じられる出来事でした。

例年、年度末には茶話会を開催していますが、今年は異動の職員がい
たこともあり、ご利用者さんから「職員のお別れ会がしたい。」と申し
出がありました。寄せ書きから部屋の飾りつけ当日の段取りなどすべて
ご利用者さんが考え実行され、涙々の感動のお別れ会となりました。

　
お別れ会での保護者の一言に、日々の活動の中で子どもたちだけでなく保護者の方々とも、一緒に成長でき

てきたことを感じました。保護者の方々の温かい気持ちに支えられ、子どもたちだけでなく私たちも伸びのび
と活動ができていることに感謝しました。

小学生たちの福祉教育（認知症サポーター養成講座や高齢者・障がい
者についての学び）の支援を行いました。その中で、素直な子どもたち
の「福祉のこころ」が芽生える瞬間に立ち合えたことがありました。

このような瞬間を見ると、南丹市の未来はあかるいな～と感じること
ができました。

昨年度4月から新しく相談窓口としてスタートしました。センターには、失業、介護、病気、障がい、多重
債務、家族関係の問題など、複雑に絡み合った問題を一つひとつ丁寧に聴き、ご本人と一緒に解決への道すじ
を探していくお手伝いをしました。まだ始まったばかりなので、これからもご本人が望むような生活を目指し
て、私たちは支援をしていきます。

毎月、会員のみなさまから届く活動報告書を見るのが楽しみです。子どもさんと会員さんの会話が聞こえて
きそうな内容が記入されています。まかせて会員さんの家に「ただいまぁ」と帰るお子さん、本当の子どもや
孫のようにかわいがっていただいています。そしてなにより、いつも安全に活動していただいていることに感
謝しています。

生きがい活動支援通所事業では、たくさんの高齢者の方々とお話させてもらえる良い機会となりました。参
加された皆さんは、良く笑い、おしゃべりし、そんなエネルギッシュな参加者の姿を見て、こちらがたじたじ
になるほどでした。近所の住民と誘い合って集まることで、こんなにも元気に過ごすことができるのだと痛感
し、同時に住み慣れた地域で、いつまでも生活できることの大切さを改めて感じました。

法人内の他部門や他のサービス事業所にも足を運び、事業所職員と顔を合わせて情報を共有しました。ま
た、サービス利用中のご利用者の笑顔を拝見することができた時には、こちらが元気をいただき「この仕事を
していてよかった」と感じました。

ご自宅だからこそ・・・という一瞬の表情を見させていただけるのは、ヘルパーという仕事ならではだと思
います。この仕事を通じて、これからも一期一会を大切に、ご利用者と関わっていきたいです。

地域福祉センター

あじさい園／生活介護、就労継続支援Ｂ型

小規模多機能ホーム だんない／小規模多機能型居宅介護

やぎ詩の郷／地域密着型認知症対応通所介護

ワークセンターびび／就労継続支援Ｂ型

つくし園／児童発達支援、障がい児相談支援

そよかぜ／地域活動支援センター

ほほえみ八木／通所介護

生活支援センター

ファミリー・サポート・センター

南丹地域包括支援センター

ほほえみ園部・八木・日吉・美山／居宅介護支援

ほほえみ八木・日吉・美山／訪問介護・居宅介護

車椅子体験で郵便局へ

みんなで集合写真

お別れ会のヒトコマ

みんなで流しそうめん

平成26年度 　事 業 報 告

１年間でいちばん心に残った
エピソードを報告します

4 5



氏　　名 選任区分
会　長 田中　　博 学識経験者　
副会長 奥村　安治 地域の代表
副会長 吉田　　進 地域の代表
理　事 谷　　　幸 学識経験者
理　事 芦田　俊孝 学識経験者
理　事 寺尾　哲雄 学識経験者
理　事 木村　明美 民生児童委員協議会（園部町）
理　事 下司　文一 民生児童委員協議会（八木町）
理　事 船越　重雄 民生児童委員協議会（日吉町）
理　事 南　　　清 民生児童委員協議会（美山町）
理　事 關　　良子 ボランティアの代表
理　事 奥村　泰之 社会福祉施設の役職員
理　事 前田　義明 議会
理　事 塩貝　潔子 行政
理　事 山内　　明 法人が経営する施設の施設長等
監　事 𠮷田　史樹 財務諸表を監査し得る者
監　事 佐野　　清 社会福祉事業に学識経験を有する者

〈役　員（会長・副会長・理事・監事）〉　任期：平成29年5月31日まで
〈敬称略・順不同〉

〈評議員〉　任期：平成29年5月31日まで

役員・委員等紹介
平成27年度 南丹市社会福祉協議会

氏　名 選任区分
評議員 田中　　博 地域の代表
評議員 家垣　幸弘 地域の代表
評議員 平川　正己 地域の代表
評議員 高野　　紘 地域の代表
評議員 松﨑　由香 学識経験者
評議員 樋口　敏宏 学識経験者
評議員 上原　文和 学識経験者
評議員 原田　朱美 学識経験者
評議員 大坪　洋子 民生児童委員協議会
評議員 大槻　昌伸 民生児童委員協議会
評議員 宮田　洋二 民生児童委員協議会
評議員 中村　澤三 民生児童委員協議会
評議員 松本　郁夫 社会福祉団体
評議員 船越　　昭 社会福祉団体
評議員 坪之内好野 社会福祉団体
評議員 吉田満千代 社会福祉団体

氏　名 選任区分
評議員 大嶋久美子 社会福祉団体
評議員 廣瀬　和子 社会福祉団体
評議員 加地　　哲 社会福祉団体
評議員 坂井　隆雄 社会福祉団体
評議員 中西　博美 ボランティアの代表
評議員 中川佐由美 ボランティアの代表
評議員 井尻　和夫 ボランティアの代表
評議員 中西　　知 ボランティアの代表
評議員 垣村　和男 老人クラブ
評議員 中澤　義久 老人クラブ
評議員 吉田　和代 老人クラブ
評議員 大隅重太郎 老人クラブ
評議員 西村　良平 社会福祉施設の役職員
評議員 小笹　通典 教育関係者
評議員 榎本　　尚 行政

社会福祉事業区分 収入(千円) 公益事業区分 収入(千円) 

社会福祉事業区分 支出(千円) 公益事業区分 支出(千円) 

平成27年度予算

合計
732,522

寄附金収入／5,856 経常経費
補助金収入／60,968  
受託金収入／49,318
事業収入／2,982

介護保険収入／317,519
就労支援事業収入／16,678

障害福祉サービス等
事業収入／162,323  

受取利息
配当金収入／2,074 

その他の収入／618
その他の活動による収入／106,016

会費収入／8,170

法人運営・地域福祉・ボランティア／121,923 地域包括支援
センター事業／70,171

ファミリー・サポート・
センター事業／4,479

会館指定
管理事業／13,374配食サービス事業／48,843

外出支援
サービス事業／52,188

軽度生活支援事業／3,025
生きがい活動支援通所事業／24,340

受託金収入／156,305

その他の収入／118
介護保険収入／19,314

事業収入／30,164

その他の活動による収入／10,519

資金貸付事業／2,165
心配ごと相談事業／877
共同募金配分金事業／700
地域福祉権利
擁護事業／7,166
安心生活創造事業／6,917
生活困窮者
自立支援事業／16,449
地域活動支援
センター事業／18,231
特定相談事業／2,344  

介護保険事業／414,074

障がい者
自立支援事業／139,967

障害児相談支援／1,709

合計
216,420

　　　（新）　　　　　　　　　　　　（旧）
・社会福祉事業区分　＝　一般会計　+　就労支援事業特別区分
・公 益 事 業 区 分　＝　公益事業特別会計

合計
732,522

合計
216,420

※平成27年度から新しい会計基準に移行し、２つの会計区分になりました。 

一般会計 収入(千円) 

一般会計 支出(千円) 

公益事業特別会計 収入(千円) 

公益事業特別会計 支出(千円) 

社会福祉事業区分 収入(千円) 

社会福祉事業区分 支出(千円) 

平成26年度決算

合計
952,066 合計

137,674

合計
137,674

合計
105,059

合計
105,059

経常経費補助金収入／62,899
　　　　助成金収入／128
　　　　　　受託金収入／67,781
　　　　　　事業収入／2,999
　　　　　　共同募金
                  配分金収入／613
　　　　　　

経理区分間繰入金収入／2,737
前年度繰越金／120   

財務活動等による収入／550
前年度繰越金／592

就労支援事業収入／15,503 

雑収入／100
受取利息配当金収入／2
寄附金収入／105
補助事業等収入／2,248
利用料収入／593

自立支援費等収入／85,366 

あじさい園／45,369次年度繰越金／7,070

びび／52,620

受託金収入／96,750  

ファミリーサポートセンター事業／7,100

センター等
建物管理事業／15,450

家族介護者
交流事業／1,582 

配食サービス
事業／48,698 外出支援サービス事業／42,392  

軽度生活
支援事業／1,833 

生きがい活動支援
通所事業／20,619 

事業収入／27,873  

事業外収入／138
雑収入／20

会計単位間
繰入金収入／10,036 

自立支援費等収入／56,894

法人運営・地域福祉・ボラ ンティア／141,009
資金貸付事業／2,206 

心配ごと相談事業／851
善意銀行事業／7,111
共同募金
配分金事業／662
地域包括支援
センター事業
／55,649
安心生活
創造事業／6,777

福祉サービス
利用援助事業／6,800

地域活動
支援センター
事業／18,159  

介護保険事業／
352,771 

障がい者自立支援事業／76,546  

生活困窮者
支援事業／16,484

障害児相談
支援／1,134  

次年度繰越金／265,907

補助事業等収入／37,531 

会計単位間
繰入金収入／1,891 
受取利息
配当金収入／1,987
雑収入／2,645
事業外収入／204

前年度繰越金／263,300 

財務活動等
による収入／3,251

経理区分間
繰入金収入／102,047

寄附金収入／6,647
会費収入／8,170

介護保険収入／
333,079

合計
952,066

平成27年6月現在
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〈委　員〉

園部町 八木町 日吉町 美山町
◎大町　　功 地域の代表 ◎川勝多嘉志 知識・経験を有する者 ◎出野　比啓 知識・経験を有する者 ◎倉内喜久雄 知識・経験を有する者

○中嶋　美好 知識・経験を有する者 ○山内　　正 知識・経験を有する者 ○湯浅　千鶴 知識・経験を有する者 ○岡本　達樹 地域の代表

　髙屋　　剛 知識・経験を有する者 　大内　康子 地域の代表 　平川　正己 地域の代表 　下田由香里 知識・経験を有する者

　中西　博美 ボランティアの代表 　中川佐由美 ボランティアの代表 　井尻　富子 ボランティアの代表 　桂　　隆雄 ボランティアの代表

　西山　美江 民生児童委員協議会 　一瀨　信之 民生児童委員協議会 　宮田　洋二 民生児童委員協議会 　中村　澤三 民生児童委員協議会

　松本　　健 ふれあい委員 　松本惠美子 ふれあい委員 　渡辺ちえの ふれあい委員 　小中　令子 ふれあい委員

　吉田満千代 当事者組織 　廣瀬　和子 当事者組織 　船越　　昭 当事者組織 　田中　貞夫 当事者組織

　船越　雅英 行政 　井上　明美 行政 　矢田　明美 行政 　下伊豆仁史 行政

　※各支所小委員会の委員長・副委員長により、企画委員会を構成しています。

■企画（小）委員会　◎は委員長、○は副委員長
高齢者福祉、障がい者福祉、児童・青少年福祉、子育て支援、他社会福祉を目的とした企画や地域福祉
活動計画について協議しています。

日下部純子 知識・経験を有する者

八木　節子 知識・経験を有する者

中川佐由美 ボランティアの代表

塩貝　福美 ボランティアの代表

梅木　寧輔 民生児童委員協議会

南　　　清 ふれあい委員

小槻　忠行 人権擁護委員

■広報委員会
本会が発行する広報誌や事業の
啓発活動について協議しています。

中井　良子 民生児童委員協議会

國府　秀雄 民生児童委員協議会

坪之内好野 民生児童委員協議会

木戸　広史 民生児童委員協議会

内藤　　武 人権擁護委員

山口　伸子 人権擁護委員

湯浅　義文 人権擁護委員

武中富久栄 人権擁護委員

西田　節子 知識・経験を有する者

大内　清美 知識・経験を有する者

菅井　　均 ボランティアの代表

平松シゲ子 民生児童委員協議会

加地　一郎 民生児童委員協議会

谷　　義治 ふれあい委員

松本すみ子 ふれあい委員

木村　幸子 ふれあい委員

大萱　安雄 ふれあい委員

吉田満千代 当事者組織

加地　　哲 当事者組織

原田久仁子 当事者組織

川勝美穂子 行政

柴田　裕子 教育委員会

森　　爲次 知識・経験を有する者 片山　幹雄 民生児童委員協議会

関　　とし 知識・経験を有する者 岡本　悦子 民生児童委員協議会

近藤　次男 知識・経験を有する者 清水知江美 民生児童委員協議会

倉内喜久雄 知識・経験を有する者 船越　雅英 行政

中尾　敬子 民生児童委員協議会

■善意銀行運営委員会
善意銀行の積立および取崩に関することの他、運用および運用益につ
いて協議しています。

田中　　博 本会の理事

今井　惠一 民生児童委員協議会

廣瀬　洋子 民生児童委員協議会

丸山　敏夫 民生児童委員協議会

上澤　秀春 民生児童委員協議会

船越　雅英 行政

■生活福祉資金調査委員会
京都府社会福祉協議会が行って
いる生活福祉資金に関する各種手
続きのほか、南丹市からの受託事
業であるくらしの資金に関する決
定の可否などの手続きについて協
議しています。

園　部 担当区 八　木 担当区 市原　順子 室河原 美　山 担当区
井尻　雅代 宮町 石川　嘉三 本町一丁目 今西　恵子 室河原 渡邉　裕之 南
中山　桂子 上本町 八木　秀興 本町一丁目 松本知恵子 木原 中野きよ子 北
山村　宏子 本町 廣瀬佳津美 本町一丁目 永井香代子 木原 大萱　安雄 中
林　　和子 若松町 田伏　明美 本町一丁目 西田　紀晴 池ノ内 大隅トシ子 中
吉見　節子 若松町 澤田久美江 本町二丁目 西田　明子 池ノ内 名古　友弘 河内谷
木上　幸子 新町 山口　智子 本町三丁目 田村久美子 玉ノ井 松永　茂吉 下
佐井比佐子 新町 秋田　裕子 本町三丁目 松本すみ子 玉ノ井 牛岩未来大 知見
松本　典子 新町 仲野　真里 本町四丁目 佐野　公治 船枝 大野　幹子 江和
中井千恵子 小山東町 山田　和子 本町四丁目 関岡　容子 船枝 石川真知子 江和
正木　桂子 小山東町 浅田まり子 本町五丁目 市原　達也 山室 森田　　愛 田歌
小島　嘉夫 府営向河原団地 八木　道代 本町五丁目 松本　千里 山室 山口　　弘 芦生
井上美智子 府営向河原団地 田中　真弓 本町六丁目 三觜　　均 室橋 勝山　賢一 白石・佐々里
横山　和美 府営向河原団地 前川嘉保里 本町六丁目 羽野　更平 室橋 加藤　広市 又林
湯浅　保男 市営向河原団地 湊　　陽子 栄町一丁目 明田　康久 諸畑 木戸　信子 下平屋
森野由美子 市営向河原団地 麻田　由美 栄町一丁目 明田　木作 諸畑 岩井　美幸 上平屋
井上　秀雄 小山西町 人見　敦子 栄町三丁目 松本惠美子 野条 井本　章栄 安掛
植村　　勝 栄町 沖谷　利明 本郷東 明田ゆり子 野条 東　あつ子 野添
上野　君代 栄町 平田　正吉 本郷東 池上　貴久 池上 菅井　正巳 長尾
北村　誠也 美園町 八木真由美 本郷西 麻田　法秀 池上 西浦　貞子 深見
余野　梅乃 美園町 吉良　孝子 本郷南 中西　君代 神吉上 中西　明広 荒倉
梅木　寧輔 美園町 秋田　育代 本郷北 大槻恵美子 神吉上 栢下　　修 大内
服部　廣子 小桜町 廣瀬まゆみ 栄町二丁目 中嶋よし江 神吉下 西　しげ子 内久保
廣瀬　香代 小桜町 松本　純子 栄町二丁目 滝野かつ子 神吉和田 林　　久生 原
塩田　道代 城南町 八木　律子 栄町二丁目 上村　知夫 板橋
西森多喜子 城南町 國府　佳子 栄町二丁目 中島　　力 宮脇
森　　久代 横田 大狩　敬代 垣内 南　　　清 下吉田
田中日出男 横田 八木　尚子 柴山 井上　　学 島
松本　　健 横田 中山田健一 屋賀上 日　吉 担当区 坂田　明男 長谷
森　　郁夫 黒田 國府　弘美 北屋賀 明田眞佐美 殿田上 橋本　時栄 上司
藤田恵美子 上木崎町 木村あき子 北屋賀 吉田　陽子 殿田下 鈴木美代子 和泉
松本　邦子 上木崎町 國府富士枝 北屋賀 湯浅　千鶴 木住 本郷　義一 和泉
岩内　　直 河原町 中川　聡美 北屋賀 湯浅　美紀 木住 山添　泰子 静原
矢野　篤子 木崎町 木村紀代美 北屋賀 船越　悦子 生畑 大秦　洋子 今宮
中川　郁江 木崎町 久世恵美子 青戸 近藤　幸子 中世木 細川　幸男 栃原
寺尾美智子 木崎町 川勝　範子 青戸 田中　文代 中世木 竹嶋貴代美 砂木
竹中　絹子 内林町 小林美恵子 西田 塩貝　圭子 上保野田 南條　明美 棚
高屋　克博 瓜生野 高屋きみ子 西田 井尻　逸子 下保野田 小林　光子 川合
内藤　公晴 熊崎 大狩　充子 西田 片山　伸子 志和賀 大矢　強馬 殿
下西　春江 新堂 丹羽紀美子 井ノ尻 井尻久美子 志和賀 上田　幹男 舟津
澤田八重子 千妻 塩貝　広美 井ノ尻 笹井　裕美 上佐々江 有田　貞雄 松尾
松井　弘一 曽我谷 斉藤　泰子 観音寺 藤原　　節 中佐々江 前田　時男 神谷
山岸　恵子 船岡 川勝　信子 屋賀 土井ユリ子 下佐々江 宮崎　英寿 名島
大久保美保 船岡 川勝　文雄 屋賀 中島五十子 四ツ谷（東谷） 木村　光一 洞
片山　輝代 高屋 人見　智子 氷所 加地　　哲 四ツ谷（海老谷） 仲田　佳史 田土
片山　享子 大戸 人見　祥永 氷所 黒　　康子 四ツ谷（中組） 安川　雅子 上吉田
松本久真子 熊原 浅田　佳裕 日置 平山　加代 四ツ谷（吉野辺） 小寺　松芳 林
上田　文代 佐切 浅田　清次 日置 栃下　　恵 興風 松原　寿子 庄田
谷口　昭二 越方 川勝　紀子 刑部 藤井　京子 彰徳 田中　　義 脇
吉田　幸代 竹井 斉藤智恵子 刑部 木村　幸子 和田・新シ 田中　幹生 熊壁
山村　裕美 竹井 広瀬　克己 北広瀬 川端　京子 片野・東雲 左近　幸広 山森
谷　　義治 仁江 宅間冨美子 北広瀬 宇野　佳代 東胡麻 小中　令子 萱野
潮田富美子 船阪 廣瀬しづえ 八木嶋 西田　忠彦 西胡麻 小寺　幸子 大野
大坪　良子 大西 植田さおり 八木嶋 （角本・中村・中野辺・イングランドヒルズ） 山中　幹子 大野
小林　厚子 宍人 廣瀬美佐江 八木嶋 工藤　令子 西胡麻 高畑婦美子 川谷
井尻　惠子 半田 中村　己里 八木嶋 （角本・中村・中野辺・イングランドヒルズ） 竹内　　晶 岩江戸
神田　悦子 口人 廣瀬　千代 大藪 島内　和子 西胡麻 采尾　浩史 肱谷
西田みつ子 口司 廣瀬　和代 大藪 （駅前・栄ヶ丘・胡麻荘園） 梅津　義明 小渕
中井　明子 殿谷 今村　洋子 折戸 前田　智美 西胡麻 梅津多鶴子 向山
野々口寿美子 埴生 円光ひろみ 折戸 （新町・後野・日吉平） 春摘　章治 樫原
野々口文子 埴生 吉岡由利子 南広瀬 渡辺ちえの 上胡麻（木戸） 江藤　政行 音海
奥村千恵子 南八田 永田奈美子 南広瀬 塩貝　光子 上胡麻（塩貝）
清水　郁代 天引 中村　道代 南広瀬 平賀　友子 上胡麻（大戸）
大町　　功 法京 藤林　裕子 鳥羽 吉見ひろ子 広野
奥村はるみ 大河内 廣瀬しのぶ 鳥羽 筒井　夏生 広野
進士　貞子 南大谷 今西　愛子 美里 芦田たきの 畑郷
奥村　恭子 若森 松本　浩美 美里 谷川　清子 畑郷

■ふれあい委員

■苦情解決第三者委員会
本会への苦情に関する日常的な
状況を把握しています。
■個人情報保護委員会
本会が定める「個人情報保護規
程」に基づいた、個人情報にかか
る苦情解決に関わっています。

■ボランティアバンク運営委員会
ボランティア活動の振興、基金の
運用および運用益、活動の広報・啓
発について協議しています。
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皆さまの善意に厚くお礼申し上げます。
なお、ご協力いただいた社資は、全額日本赤十字社へ送らせていただきます。

日本赤十字社員増強運動（５月）に
ご協力ありがとうございました。 （平成27年5月末現在）

6,652件　3,325,600円

今回は、社協の福祉サービス利用援助事業※（通称：地域福祉権
利擁護事業）の生活支援員としてお世話になっている寺町紀代子さ
んをご紹介させていただきます。寺町さんは、平成25年12月より
生活支援員をされています。普段から、手話や要約筆記（聴覚に障
害がある人のために、その場で話されている内容を即時に要約して
文字にする）のボランティアをされており、利用者とのコミュニ
ケーションにも活かされています。

～生活支援員（登録型非常勤職員）募集～
南丹市在住で心身共に健康な方、福祉活動に熱心に取り組んでくださる方を募集しています。詳しくは、
南丹市社会福祉協議会　本所　生活支援センター（TEL.0771-72-3220）までお問い合わせください。

※福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）とは
認知症や障がいなどで、判断能力に不安のある方が、地域で安心して暮らせるようお手伝いをする有償サー

ビスです。専門員が制度の説明をして、困りごとをお聞きします。申込があれば支援計画を立て、契約をしま
す。（審査があります）支援計画に沿って、担当の「生活支援員」が、福祉サービスを受けるための手助けや
日常の金銭管理を支援します。

社協職員に声をかけられ、誘われたのが
きっかけです。それまでは、生活支援員のこ
とは知りませんでした。自分にできるか不安
はありましたが、始めてみることにしまし
た。

1か月に1回、支援をしています。ご本人
に代わって、金融機関でお金の出し入れ、支
払いをしています。利用者さんとお会いする
と、色々なお話をしてくださいます。ご本人
の様子や援助内容の記録をしています。

利用者さんに不快感を
与えないように、言葉遣
いや表情など気をつけて
います。また、守秘義務を徹底しています。

関わっている利用者さんがろうあの方で、
最初はコミュニケーションをとることが難し
かったです。筆談と手話を交えながら話をし
ています。しかし、利用者さんのところへ行
くといつも「ありがとう」と言ってくださ
り、嬉しい気持ちになります。

生活支援員を始められたきっかけは？ こころがけていること
は何ですか？

具体的な活動内容は？
していてよかったことと大変だったことは？

生活支
援員

インタ
ビュー

善意のご寄付ありがとうございました
《平成27年3月1日〜平成27年5月31日受付分》

京都山坊主　様 1,300円 新緑祭出店の売上金の
一部を福祉のために

園部町グラウンド
ゴルフ協会　様 16,900円 福祉のために

片山　一代　様 100,000円 亡母の供養に
カラオケルーム
　　ちあき　様 21,224円

「カラオケルームちあき
　お客様に感謝の会」
　の募金を福祉のために

岡部　利則　様 100,000円 義姉の供養に
坂井　知明　様 200,000円 亡父の供養に

船枝愛友会　様 4,950円 心持ち運動で集めた
募金を福祉のために

胡麻郷小学校昭和42年
卒業生同級会　様 4,236円 福祉のために

大狩　久子　様 10,000円 福祉のために
工藤　豊子　様 100,000円 福祉のために
吉田　淑子　様 30,000円 亡夫の供養に
吉田　　晃　様 100,000円 亡父の供養に
井尻　　作　様 100,000円 亡父の供養に
吉田　正美　様 10,000円 福祉のために
山口　　昭　様 10,000円 福祉のために
吉岡　義記　様 100,000円 亡父の供養に
上林　琴子　様 100,000円 亡夫の供養に
寺尾　哲雄　様 50,000円 地域福祉のために
匿名寄付　１６件 151,000円
匿名預託　　２件 電動ベット、電動車いす

みなさまのご支援が福祉活動を支えます
社協会費納入のお願い

南丹市社会福祉協議会では、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らせるように、一人ひとりの
幸せがその家族、そして地域へと広がっていくような活動に取り組んでいます。その活動に、市民
の多くのみなさまに参画いただきたいと考えています。 

社会福祉協議会は略して「社
しゃきょう
協」と呼ばれ、

社会福祉法で定められた「地域福祉の推進」を目的とした民間団体です。  

全国すべての市町村に1か所ずつ設置されています。

「社協会費」のご協力をみなさまにお願いすると、「何に使われているの?」「特典
があるの？」などのご質問をいただくことがあります。さまざまな福祉活動を行うだけでな
く、そこにある問題点や課題を住民のみなさまと「一緒に考え・一緒に感じる」ことに
より、ちょっとした手助けと温かい気持ちで笑顔がとりもどせることがたくさんあります。社協は
そんな活動の推進をしています。  

その社協を支えていただく住民みなさまによる会員制度であると私たち社協は考えています。み
なさまのご協力をよろしくお願いします。 

社協(社会福祉協議会)ってなにするところ?

なぜ、社協会員を募集しているの？

南丹市社会福祉
協議会の会員制度

（年会費 １口 1000円として、以下のように区分しています）

普 通 会 員／１口　　特別会員／２口以上

賛 助 会 員／５口以上で、会社、事業所、施設、団体など

ふるさと会員／３口以上で、南丹市以外にお住いの方
※各区長様を通じて会費納入のご協力をお願いさせていただいております。
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美山支所 0771-75-0020　 0771-75-0829南丹市美山町安掛下8番地〒601-0722
日吉支所 0771-72-0947　 0771-72-0732南丹市日吉町保野田垣ノ内6番地4〒629-0301
八木支所 0771-42-5480　 0771-42-4412南丹市八木町西田山崎17番地〒629-0134
園部支所 0771-62-4125　 0771-63-5606南丹市園部町上本町南2番地22〒622-0014

本　　所 0771-72-3220　 0771-72-3222
（代表）メールアドレス　na_shakyo@cans.zaq.ne.jp

南丹市日吉町保野田垣ノ内11番地〒629-0301

社会福祉法人 南丹市社会福祉協議会発行

ホームページ 検索南丹市社協

12

シリーズ 「地域の未来をデザインする。」

地域活動に必要な財源を考えよう

赤い羽根共同募金助成事業
「じぶんの町を良くする活動」を募集します!

平成26年度 活動例

川辺親父の会

継続的に活動していくためには財源の確保が必要！

赤い羽根共同募金を地域の活動に活かしませんか？

地域では「高齢者の見守り活動」や「交流サロン」な
ど、地域で支えあいや助け合える活動を積極的に行って
いるけど、活動を続けていくには意外とお金がかかるの
ですが・・・

地域に放置されている竹を活用し、年に２回の親子のふれあい事業がで
きました。多くの子どもたちが活動に参加してくれました。

第2期なんたんふれあいプランの内容からポイントをシリーズで紹介します。

助成額上限：10万円
助成対象活動：南丹市の地域福祉の向上につながる活動

※募集要綱、申請用紙は下記事務局窓口または南丹市社協ホームページで入手してください。
《申請・お問合せ》　南丹市共同募金委員会　事務局
南丹市役所　社会福祉課　☎0771-68-0007、南丹市社会福祉協議会　地域福祉事業課　☎0771-72-3220

2次募集

募集期間：平成２７年７月１日（水）～８月１４日（金）


